
常
任
委
員
会
報
告

（
９
月
定
例
会
付
託
議
案
審
査
及
び
行
政
説
明
案
件
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
）

入
札
し
た
事
業
者
が
、
低
入
札
価
格
調

査
を
辞
退
し
た
理
由
を
問
う
。

答
調
査
基
準
価
格
を
下
回
る
金
額
の

入
札
で
あ
っ
た
場
合
に
実
施
す
る
、
低

入
札
価
格
調
査
の
実
施
に
向
け
て
、
当

該
事
業
者
と
調
整
す
る
中
で
、
施
工
の

要
件
で
あ
る
技
術
者
２
名
の
配
置
が
困

難
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
こ
と
を
受

け
、
当
該
事
業
者
か
ら
辞
退
の
申
し
出

が
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

契
約
の
締
結
（
議
91
）

【
概
要
】
道
路
河
川
等
の
施
設
の
老
朽

化
と
管
理
す
る
人
材
不
足
が
同
時
に
進

行
し
て
い
く
中
、
適
切
に
維
持
管
理
し

て
い
く
た
め
、
地
域
イ
ン
フ
ラ
群
再
生

戦
略
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
え
方
に
基
づ

き
、
道
路
河
川
修
繕
等
の
請
負
工
事
も

含
め
た
三
原
地
域
（
旧
三
原
市
）
の
業

務
を
包
括
し
て
民
間
委
託
す
る
。

【
主
な
質
疑
】

問
道
路
河
川
等
の
管
理
を
包
括
的
に

委
託
す
る
契
約
形
態
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
非
常
に
重
要
と
考
え
ら
れ
る
公
募

型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
審
査
項
目
で
あ

る
、「
地
域
建
設
事
業
者
と
の
連
携
」
に

つ
い
て
、
優
先
候
補
者
に
選
定
さ
れ
た

事
業
者
の
評
価
点
が
、
20
点
満
点
中

14
・
８
点
と
な
っ
た
理
由
を
問
う
。

付
託
議
案
審
査
（
主
な
も
の
）

契
約
の
締
結
（
議
89
）

【
概
要
】
平
成
28
年
に
基
幹
的
設
備
改

良
工
事
を
実
施
し
た
三
原
市
清
掃
工
場

の
分
散
制
御
シ
ス
テ
ム
を
更
新
す
る
。

【
主
な
質
疑
】

問
令
和
11
年
度
か
ら
実
施
予
定
で
あ

る
再
延
命
化
工
事
を
待
た
ず
に
、
今
回

の
更
新
を
行
う
理
由
を
問
う
。

答
本
シ
ス
テ
ム
は
、
前
回
の
更
新
か

ら
10
年
以
上
経
過
し
、
関
係
部
品
の
供

給
が
終
了
し
つ
つ
あ
る
こ
と
に
加
え
、

工
場
全
体
の
監
視
と
制
御
を
担
う
中
枢

的
な
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
故

障
時
の
影
響
が
大
き
い
こ
と
を
考
慮

し
、
安
定
稼
働
し
て
い
る
今
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
の
更
新
が
必
要
と
判
断
し
た
。

契
約
の
締
結
（
議
90
）

【
概
要
】
昭
和
58
年
に
設
置
し
た
長
谷

排
水
機
場
除
塵
設
備
を
、
令
和
５
年
度

の
電
気
設
備
更
新
工
事
に
引
き
続
い
て

計
画
的
に
更
新
す
る
。

【
主
な
質
疑
】

問
調
査
基
準
価
格
よ
り
低
い
金
額
で

総
務
財
務
委
員
会�

代
の
地
域
で
の
活
躍
の
場
を
広
げ
て
い

く
。

老
朽
化
し
た
沼
田
川
工
業
用
水
道
事

業
管
路
の
早
期
更
新
に
む
け
た
要
望

に
つ
い
て

問
和
田
か
ら
幸
崎
能
地
に
か
け
て
の

沼
田
川
工
業
用
水
道
管
路
で
は
、
直
近

１
年
間
で
４
回
の
漏
水
事
故
が
発
生
し

て
い
る
。
同
じ
管
路
で
繰
り
返
し
漏
水

事
故
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
個

別
の
修
繕
だ
け
で
な
く
、
管
路
そ
の
も

の
の
早
期
更
新
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
当
該
管
路
は
広
島
県
水
道
広
域
連
合

企
業
団
が
管
理
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

本
市
と
し
て
、
企
業
活
動
や
道
路
利
用

へ
の
影
響
を
踏
ま
え
、
早
期
更
新
に
向

け
て
要
望
す
べ
き
で
は
な
い
か
問
う
。

答
度
重
な
る
漏
水
事
故
に
よ
る
地
域

住
民
や
道
路
利
用
者
、
工
業
用
水
を
利

用
す
る
事
業
者
へ
の
影
響
を
重
く
受
け

止
め
、
安
定
供
給
の
確
保
と
住
民
の
不

安
解
消
に
向
け
、
広
島
県
水
道
広
域
連

合
企
業
団
に
対
し
、
老
朽
化
し
た
管
路

の
更
新
工
事
の
早
期
実
施
を
要
望
す
る

と
と
も
に
、
事
故
発
生
時
に
お
け
る
速

や
か
で
正
確
な
情
報
発
信
な
ど
危
機
管

理
体
制
の
強
化
を
求
め
て
い
く
。

高
校
生
の
地
域
に
お
け
る
活
躍
の
場

に
つ
い
て

問
近
年
、
お
祭
り
な
ど
の
地
域
イ
ベ

ン
ト
で
、
多
く
の
高
校
生
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
ほ
か
、

児
童
館
「
ラ
フ
ラ
フ
」
の
テ
ィ
ー
ン
ズ

ス
タ
ッ
フ
や
、
部
活
動
を
通
じ
た
地
域

活
動
な
ど
、
高
校
生
が
学
校
外
で
地
域

と
関
わ
る
機
会
も
広
が
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
活
動
を
今
後
広
げ
て
い
く

た
め
の
本
市
の
現
状
と
今
後
の
考
え
方

を
問
う
。

答
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募
集
情
報
の
取
り
ま
と
め
や
高
校
へ
の

情
報
発
信
、
団
体
と
高
校
生
の
マ
ッ
チ

ン
グ
等
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
安
全

面
に
つ
い
て
は
、
各
団
体
が
保
険
加
入

や
保
護
者
の
同
意
、
緊
急
連
絡
先
の
把

握
等
に
配
慮
し
て
お
り
、
市
と
し
て
一

律
の
指
針
は
定
め
て
い
な
い
。

　

今
後
も
学

校
や
関
係
団

体
と
連
携

し
、
情
報
提

供
や
マ
ッ
チ

ン
グ
を
通
じ

て
、
若
い
世

小
こ

林
ばやし

 香
か

代
よ

▪�

「
す
ご
い
ぞ
三
原
の
高
校
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」
に
つ
い
て

▪�

和
田
か
ら
須
波
の
沼
田
川
工
業
用

水
道
事
業
管
路
の
漏
水
に
つ
い
て
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答
審
査
時
点
で
は
、
本
業
務
の
受
注

者
と
活
動
し
て
い
る
三
原
市
建
設
協
会

へ
の
地
域
事
業
者
の
加
入
が
十
分
で
は

な
い
状
況
が
あ
り
、
こ
の
点
数
と
な
っ

た
が
、
未
加
入
事
業
者
に
対
し
、
丁
寧

な
制
度
概
要
の
説
明
を
行
っ
た
こ
と
に

よ
り
、
加
入
状
況
の
改
善
が
進
ん
で
い

る
。
今
後
は
、
定
期
的
な
連
絡
会
議
な

ど
の
情
報
共
有
の
場
を
通
じ
て
、
市
が

連
携
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
、
よ
り
実

効
性
の
高
い
運
営
に
な
る
よ
う
、
改
善

に
取
り
組
む
。

【
採
決
】
議
第
87
号
他
７
件
は
、
全
員

一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
た
。

付
託
議
案
審
査

条
例
の
一
部
改
正
（
議
94
）

【
概
要
】
こ
ど
も
性
暴
力
防
止
法
が
12

月
25
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
、
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
及
び
乳
児
等
通
園

支
援
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
の
一
部
が
改
正
さ
れ
る
た
め
、
本

市
条
例
に
同
様
の
規
定
を
整
備
す
る
。

【
主
な
質
疑
】

問
小
規
模
事
業
者
の
業
務
の
負
担
が

増
え
る
の
で
は
な
い
か
。

答
現
時
点
で
の
把
握
は
難
し
い
。
今

後
、
国
か
ら
示
さ
れ
る
具
体
的
な
内
容

を
確
認
し
た
う
え
で
見
極
め
た
い
。

条
例
の
一
部
改
正
（
議
95
）

【
概
要
】
三
原
運
動
公
園
多
目
的
広
場

の
夜
間
照
明
設
備
の
使
用
料
を
定
め
る

た
め
、
条
例
を
改
正
す
る
も
の
。

【
主
な
質
疑
】

問
使
用
料
の
算
定
根
拠
と
利
用
者
の

負
担
割
合
に
つ
い
て
問
う
。

答
基
本
料
金
と
従
量
料
金
、
そ
れ
ぞ

れ
の
料
金
単
価
に
、
予
測
さ
れ
る
使
用

電
力
を
乗
じ
て
算
出
し
た
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
５
割
程
度
の
負
担
割
合
を

見
込
ん
で
い
る
。

【
採
決
】
議
第
94
号
他
１
件
は
、
全
員

一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
た
。

行
政
説
明
案
件

三
原
市
汚
泥
再
処
理
セ
ン
タ
ー
施
設
整

備
方
針
に
つ
い
て

【
概
要
】
令
和
９
年
度
に
稼
働
15
年
を

迎
え
る
当
該
施
設
に
つ
い
て
、
将
来
の

汚
泥
等
処
理
の
安
定
と
効
率
化
を
図
る

た
め
、
調
査
検
討
を
行
い
、
最
適
な
整

備
方
針
を
選
定
し
た
。

【
主
な
質
疑
】

問
規
模
を
縮
小
し
て
市
単
独
で
基
幹

的
設
備
改
良
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に

よ
り
、
ど
の
程
度
延
命
で
き
る
と
考
え

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
将
来
的
に
は
広

域
化
す
る
こ
と
も
検
討
し
て
い
る
の
か
。

答
１
系
列
化
の
基
幹
的
設
備
改
良
事

厚
生
文
教
委
員
会�

業
を
実
施
し
、
15
年
間
の
延
命
化
を
図

る
。
そ
の
期
間
が
経
過
し
、
新
た
な
計

画
を
策
定
す
る
際
に
は
、
国
や
県
の
動

向
を
注
視
し
な
が
ら
広
域
化
や
他
の
処

理
方
式
も
含
め
て
検
討
し
た
い
。

付
託
議
案
審
査

市
道
路
線
の
廃
止
と
認
定
（
議
96・97
）

【
概
要
】
老
朽
化
し
た
橋
梁
の
撤
去
に

伴
い
、
沼
田
東
町
南
部
19
号
線
を
廃
止

し
、
新
た
に
１
１
６
号
線
と
し
て
認
定

す
る
。

【
主
な
質
疑
】

問
こ
の
橋
梁
は
以
前
か
ら
老
朽
化
で

通
行
止
め
に
し
て
い
る
が
、
災
害
発
生

の
危
険
性
を
考
え
る
と
、
早
い
時
期
に

対
応
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
の
か
。

答
橋
梁
の
一
部
崩
落
等
に
よ
り
令
和

３
年
か
ら
通
行
止
め
に
し
て
い
た
が
、

令
和
６
年
に
地
元
の
要
望
に
よ
り
撤
去

す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
間
、
住
民
等

の
同
意
を
得
る
手
続
き
等
に
時
間
を
要

し
、
こ
の
時
期
に
な
っ
た
。

問
路
線
の
番
号
を
19
号
か
ら
１
１
６

号
に
改
め
る
が
、
19
号
線
の
ま
ま
で
区

間
だ
け
を
変
更
す
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
の
か
。

答
橋
梁
の
撤
去
に
よ
り
県
道
か
ら
の

接
続
が
な
く
な
り
、
道
路
の
性
格
が
変

わ
る
た
め
、
国
の
通
達
に
準
じ
て
、
廃

止
及
び
認
定
の
手
続
き
を
し
た
。

【
採
決
】
議
第
96
・
97
号
は
、
全
員
一

致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
た
。

経
済
建
設
委
員
会�

三原市汚泥再処理センター

撤去する橋梁
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